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　6月13日に男女共同参画セミナーを開催し、11組合21名の方にご参加
いただきました。
　第1部では、アパショナータ,Inc.代表のパク・スックチャ氏をお招きし、
「無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）と男女共同参画」をテーマにご
講演いただきました。講演では、「無意識の偏見」とは何か、どのような影響
をもたらしているのか、について学びました。

　　第2部では、講演内容を踏ま
え、「無意識の偏見がもたらす
男女共同参画推進への影響」と
「無意識の偏見への対応」につい
て、3グループに分かれ、グループワーク・ディスカッション
を行いました。最後に、各グループの代表者からディスカッ
ションで出た意見について発表いただき、参加者全員で課題
を共有するとともに、男女共同参画の推進に向けてそれぞれ
が取り組んで行くことを確認し合いました。

 ▲講演するパク氏

 ▲グループワークの様子

 無意識の偏見に気づき  
多様性を受容する職場・組合をつくろう

講演のポイント
● 「無意識の偏見」とは、自身が気づかずに、十分な根拠がなく
持っている見方・考え方のこと
● 海外における多くの実験研究により、「無意識の偏見」が、組織
や個人にネガティブな影響を与えていることが分かっている。
女性は男性に比べて「女性」というだけで低く評価されている
ことも明らかになっている
● 「無意識の偏見」は誰もが持っている。それを自覚することが
大切である
● 無意識だからこそコントロールすることが難しいことを理解
したうえで、公平性と客観性を確保することが必要である
● 偏見を持っていることを認め、意識を高めて行動してほしい
● 労働組合には、誰もが尊重され受容される環境づくりを進めて
ほしい

6月・男女平等月間の取組み

 アンコンシャス・バイアス

　５月に開催した「くらしと生命保険を語る会」（３地区）では、支援議員の先生方から、生保関連税制や郵政民営化等の産業政策諸課題への取組みをはじめ、生保労連の諸活
動に対する力強いメッセージをいただきました。生保労連では引き続き、各地区で語る会を開催していきますので、みなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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」
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」
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支援議員の先生方から力強いメッセージをいただきました！
～５月開催の大宮・大阪枚方・新潟地区より～

● 生命保険会社は、長期にわたりお客さま
の人生に寄り添う商品を販売していること
からも、お客さまが安心して加入できる市
場や、営業職員のみなさんが安心して活
動できる環境の整備が非常に重要だ。例
えば、郵政民営化について言えば、かん
ぽ生命との公
平・公正な競争
条件を確保する
ことが大前提で
あり、その実現
に向けて、これ
からも生保労連
とともに取り組
んでいく。

● 銀行窓販をめぐり、営業現場で何が起
こっているのかを知るには、まさに最前
線で働いているみなさんの声が頼りで
あり、直接みなさんとお話が出来るこの
会は、とても貴重な機会だと思っている。
伺った声を踏まえ、例えば、その問題点
を国会で指摘
する、といっ
たことで、お
役に立てるも
のと考えてい
る。是非とも、
率直な意見を
聞かせていた
だきたい。

● みなさんが安心して活動できるように、直近でも、共済について、監督
官庁に保険業法改正の趣旨を踏まえた正しい活動をしているのか問い
質したところだ。「准組合員問題」も含め、生保労連と考え方を共有しな
がら対応していく。

● 国のセーフティネットが薄くなっている中、国民の自助努力を支援する
政策が一層重要に
なる。生命保険料
控除制度をはじめ
とする生保関連税
制の拡充に向け、
関係省庁や国会
で、これからも意見
を述べていく。

【枝野幸男先生】 【鷲尾英一郎先生】【平野博文先生】（写真左）

【矢田わか子先生】（写真右）

<大宮地区（5/9）> <新潟地区（5/28）><大阪枚方地区（5/11）>

消費者代表からの意見・アドバイス

● 高齢者対策として各社ガイドラインに沿った丁寧な対応をし
ていただいているが、その対応の意味を考えてもらいたい
と思う。例えば、加齢に伴う認知能力などの低下に配慮する
ため家族同席をしてもらっても、高齢者同士の同席ではトラ
ブルの未然防止に成り得ないこともある。何のためのガイ
ドラインなのか、形式的な対応になっていないかをしっかり
考えてお客さま対応をしてもらいたい。

● みなさんの話を聞いて、手厚いお客さま対応をしてくださっ
ていることを知ることができたが、それらの取組みが重荷に
なり、本来の営業活動に差
し支えるのは本末転倒で
あるとも感じる。消費者も
自らが学び、知識を身に付
けることが必要である。
消費者団体としてもっと啓
発活動をしていきたい。

● 苦情の状況や、各社のきめ細かな高齢者対応を共有
できてよかった。

● お客さまのために丁寧なコンプライアンス・高齢者対
応が必要なことは理解しているが、お客さまを大切に
しつつ、営業職員のワーク・ライフ・バランスを守る対
応も考えていきたい。

● 業界全体でコンプライアンスや高齢者対応に丁寧に
取り組んでいくことが、生保業界や営業職員の地位
向上にもつながると思う。

● 社内規定に沿っ
た対応をするこ
とはもちろん、お
客さまに寄り添っ
て丁寧に対応す
ることが大切だ
と感じた。

参加者の声

　生保労連では、消費者と組合員との相互理解を深めることを目的として、全国各地で「Ｕ＆Ｕネットワーク」を開催し、
消費生活相談員の方との意見交換を行っています。今回は、5月16日に新潟地区で開催した際の様子をお届けします。

U&Uネットワーク新潟を開催
ユーザー ユニオン

誰のための対応なのかその意味を考えて取り組もう！

▲ アドバイスを行う消費生活専門
相談員 ▲意見交換の様子

　2001年から始まったＵ＆Ｕネット
ワークは、今回の新潟開催で１００回
目を迎えることができました。全国
でご参加いただいた組合員のみなさ
んと、各地でお世話になった消費生
活専門相談員のみなさまに心よりお
礼申し上げます。
　これからも全国各地で開催いたし
ます。みなさんのご参加をお待ちし
ております！
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